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	乗船研究・会議名
	

	研究期間
	平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日

	用務地（国・都市）
	

	JAMSTECにおける関連研究項目（別紙から選択）及びそれに対する貢献
	

	目的（200字程度）

	研究実施内容及びその成果

	備考
	


	事務局記入欄（何も記入しないこと）


独立行政法人海洋研究開発機構　中期計画（IODP関連）研究項目表
乗船研究支援申請書における研究項目については、下記より選択すること。（例：①ーハ、②ーイーa）

	①地球内部ダイナミクス研究

	
	イ．地球内部構造研究
	地震・電磁気観測等に基づき、マントル対流の上昇・下降域に関する研究を行い、マントル対流モデルと結びついた地球内部構造モデルを開発する。

	
	ロ．地球内部物質循環研究
	プレート沈み込み・マントル深部物質上昇等による地球
内部の物質移動について知見を蓄積するため、地球深部起源マグマの化学的・岩石学的解析、地球内部の超高圧下での物質実験等を行う。

	
	ハ．プレート挙動解析研究
	プレートの運動による海溝型地震や地殻変動等の動的過程を理解するため、プレート沈み込み帯の構造を探査する。この結果とプレート境界域の物質研究等に基づき地殻活動モデルを開発する。

	
	ニ．海洋底ダイナミクス研究
	地震、津波と関連する海底変動、海底下深部からの物質や熱の挙動および循環等、さらに、島弧・海洋地殻の成長過程を把握するために、観測研究を行う。

	
	ホ．地球古環境変動研究
	地球内部、表層環境および生命圏が一体となった変動に関する知見を蓄積するため、地層記録解析と現在の堆積過程の観測等を行い、地球環境の過去の変遷過程を研究する。

	
	ヘ．地球内部試料データ分析解析研究
	地球内部ダイナミクス研究に必要となる分析解析手法の
開発およびデータベースの開発を行う。

	②海洋・極限環境生物研究

	　
	イ．海洋生態・環境研究

	　
	
	a．海洋生物進化研究
	化学合成生物群集等における共生関係を対象に、海洋環境への生物の適応機能を例証して、共生が生物進化に与えた影響に関する知見を蓄積するため、共生生物のゲノムの解析等を行う。

	　
	
	b．海洋生態系変動研究
	海洋生態系において深海生態系が果たす役割の理解をめ
ざし、中・深層以深の深海生態系における生物生産、食物連鎖、物質循環に関する知見を蓄積するため、試料採取・解析等を行う。

	　
	ロ．極限環境生物展開研究
	深海底の極限環境が生物に与える影響と生物の機能解明をめざし、極限環境生物の探索・調査、現場環境を再現した実験、ゲノム・プロテオーム解析等による研究を行う。さらに、シミュレーション等による極限環境生物の適応機能の予測等の研究を行う。これらの成果を基にした産業応用等のため、極限環境生物を利用した有機酵素の生産等についての研究開発を行う。

	　
	ハ．地殻内微生物研究
	地殻内の微生物の生息環境・種類・量についての知見を蓄積するため、深海底熱水域、プレート沈み込み帯等の活動的地殻内環境で微生物の探査・調査を行う。
微生物から多様性と過去の地球環境の関係を把握するため、堆積層から遺伝子をとりだし、その構造を解析して古環境の微生物相を研究する。


